
































































2008年: 12月以前からある海氷が半分以上流出 → 5月以降海氷域が急速に後退 
 






































































   2012年に次ぐ小ささになるでしょう。 
	
2. ロシア側、カナダ側ともに海氷域が陸から離れ、航路が開通するでしょう。	


















































































 　・ 大事なのは「厚さの絶対値」とは限らない 
　　  　　　航行支援を考えるなら「航行への影響の大きさ」が重要 
　　  　　　実際に航行した貨物船から情報が得られれば非常に有益 
 
 　・ 埋もれているデータも少なくない 
 　　　既存データの収集と整理はかなり価値のある仕事 
 
3. もっと「使える予報」へ 
 
　　　 　最適航路探索や経済性評価での利用も考慮した予測 
